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２０２５－２０２６年度  

    高山西ロータリークラブ  テーマ  
 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   門前 庄次郎 

●例会場 高山市花里町 3-33-3  TEL  34-3988   ●幹 事    杉山 和宏 

       大垣共立銀行高山支店 ４Ｆ     ●会報委員長    堀 幸一郎 

「 ６０年の歩を想い、次の一歩を踏み出そう」 

オープン例会・会員増強委員会担当例会 
 
 

 
 
 
 
 

 

第２８００回例会  
令和７年１２月１２日 

<会長の言葉＞  
 
先週はインフルエンザで急に欠席しま

して、田中副会長・鴫山幹事はじめ皆

さんにご迷惑かけました。お陰様で熱

もすぐに下がり、あまりたいしたこと

無く終わり良かったと思って下りま

す。寒い日が続いております。今年も

残すところ20日を切りました。1年

の締めくくりの月と言う事で皆様も何

かと慌ただしい日々かと思います。寒い日が続きますが、体調管

理にはお気を付け頂きたいと思います。 

さて今月の「ロータリーの友」にパストガバナーでも有り30年

以上のキャリアのある方、3人の座談会が載っておりました。会

報委員長の堀さんが先週上手くまとめて紹介されていますので、

重なるところですが、とても良い記事だったと思いましたので、

少し感想を言わせて頂きます。 このロータリーの友に載ってい

る記事や地区などのミナーで聞かせて頂く話は、少し背筋を伸ば

してロータリーの理念等についてしっかり勉強をしなければ行け

ない。そんな感じがしますが、この３人のお話はリラックスして

お話されている中にもロータリークラブの神髄をついてお見えに

なると感じました。入会したきっかけは、3人ともクラブへの憧

れが有ってと言うよりは先輩や友人の誘いの義理のところでと言

う事だそうです。ロータリアンとしての自覚が出来てきたのは役

職やミッションを与えられ、仲間と共に活動をするようになって

からとの事です。仲間を増やし親睦の繋がり増やしてこそが、長

くロータリー活動が出来るところだと思います。 

そして職業分類はとても大切なところですが、時代と共に変化

をしていく中で、固定化に縛られてはいけないとも言われており

ました。AI関連も含め多様化する職種・職業に対応する必要があ

ると言う事だと想います。そして多様な会員がいると言う事に加

え、年齢性別ロータリー歴などに左右されない、対等性が大切な

処です。そしてロータリークラブの本質は奉仕活動を通じて人材

育成をしている事だと結ばれています。 

奉仕活動を行う中で、会員それぞれが成長していく事が大切な

事と思いました。 

 

 

＜幹事報告＞ 

 

◎ガバナーエレクト事務所より 

年末年始休暇のお知らせ 

12月27日（土）～1月7日（水） 

緊急連絡先：次期地区代表幹事  

豊田 典義 090-3254-2878 

◎ガバナー事務所より 

 ・ガバナー事務所・地区事務所 

 年末年始休暇のお知らせ 

12月27日（土）～1月7日（水） 

緊急連絡先：地区代表幹事 安田 健三 090-3152-2872 

  

 

・2026年ポリオ根絶チャリティーコンサートにご協力のお願い 

   当クラブ最低６枚以上協力要請有り（@3,500円） 

      （2025年１月は＠3,500×5枚購入） 

 ・国際ロータリー第2630地区「玉野ガバナーナイトin台湾」

開催のご案内 

     申込期限・・・2026年3月31日（火） 

     登録費・・・・15,000円（お一人様） 

     登録内容変更期限 2026年4月15日（水） 

 

◎高山RC 佐藤会長様・洲岬70周年実行委員長様より臨席御礼 

 

＜例会変更＞ 

  高山中央RC・・・日 時 ：1月5日（月）休会 

            理 由 ：定款により 

 

           日 時 ：1月12日（月）休会 

           理 由 ：法定休日 

     

           日 時 ：1月19日（月）⇒17日（土）  

                   理 由 ：新年家族例会 

           会 場 ：ひだホテルプラザ 

 
 
 
 
 
＜出席報告＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
＜出席表彰＞ 
 
 門前 庄次郎 １８年 

  （12/5 欠席のため） 

 

 

 

 

出 席 Make-Up 出席者数 会員数 出 席 率 

３０名 － ３０名 ４０名 ７８.94 ％ 
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＜本日のプログラム＞ 
 
会員増強委員会委員長 
  平 康裕 
今回の卓話は高山商工会議所青年

部会 会長 尾上 玄さんです 

商工会議所 青年部会は 会員

120名を超える高山の経済を支え

ている大変頼もしい団体です。 

毎年新入会員が沢山入会をしてい

る団体でもあります。 

今日は 青年部会の活動や何故 

新入会委員を毎年増せているのかをお話してもらいます。 

よろしくお願いします。 

 
高山市商工会議所 
青年部会 会長 

尾上 玄様 
 
尾上会長は現在33歳で、最年少の

会長を務めています。26歳であっ

た2018年度に高山YEGに入会。当

初は団体活動が嫌いで「1年だけ」

のつもりでしたが、当時の会長と

の出会いを機に活動に傾倒し、現

職に至りました。高山YEGは、「45

歳以下の経営者、後継者、幹部」などが所属する組織であり、主な

目的は若手経営者の資質向上、自社業務の発展、そして地域経済の

活性化です。活動として、経営実務（決算書の見方など）の勉強会

や交流会、キャリア教育への協力などを実施しています。 

今年度のスローガンを「新時代」とし、先輩方が残したものを守り

ながら、現役世代の知識や経験を活かし、より良い団体にすること

を目指しています。現在の組織は会員数117名で、6つの委員会が

毎月例会を開催しています。 

今年度は、以下のような主要な活動を展開しました。 

 会員拡大につながる勉強会の開催（6月） 

 岐阜県連合同例会（美濃加茂YEGと合同） 

 高山JCとの合同事業としての大ボウリング大会 

（両団体で約110～120名が参加） 

 第9回キッズフェスタの開催 

（来場者数約3,500人弱で過去最高を記録） 

 オープン例会の開催 

（一般参加者を招き、勉強会と交流会を実施） 
尾上会長は、会員拡大を最重要課題とし、「20名の新入会員獲得」

と「Instagramのフォロワー数倍増」という具体的な数値目標を設

定しました。 

1. 現状分析と危機感の共有 

まず、データ分析を行い、組織全体で危機感を共有しました。 

会員数の推移: 2018年度、2019年度までは会員数が爆発的に伸び

たものの、その後は減少傾向にありました。年齢構成と卒業見込

み：40代（40〜45歳）のメンバーが圧倒的に増えており、45歳で

の卒業という制限から、今後6年間で約70名が卒業することが判

明。「卒業者数以上の会員を入れていかないと団体が縮小していく」

という危機感を共有しました。 

2. 第一回勉強会（内向きの自己分析） 

勧誘活動に自信を持たせるため、現役会員を対象に「YEGとは何か」

を自己分析する勉強会を実施しました。 

アンケート結果: 最も多い入会動機は「人脈作り、交流作り」でし 

 

 

 

た。また、約8割の会員が「仕事につながった」「売上が伸びた」

という実利的な効果を実感していることが確認されました。 

3. 第二回勉強会（一般参加型のオープン例会） 

 

YEGの魅力を外部に発信する取り組みとして、一般参加者（約60

名）を募ったオープン例会を企画しました。 

内容: OBである高尚館の金松社長を招き、YEG活動が事業拡大につ

ながった事例の講演を実施。その後、一般参加者と現役会員で異業

種交流を目的としたグループワークを実施しました。 

成果：例会後に「入会したい」という希望者が2名現れました。 

4. INSTAGRAMの強化とSNS広告の利用 

知名度向上と活動内容の可視化のため、SNS運用を抜本的に見直し

ました。 

運用見直し： 会長就任時（5月頃）に約480人だったフォロワー

数と、閲覧数の低さを問題視し、会議や例会の様子を詳細に投稿す

るよう発信を強化しました。 

広告利用： 高山YEGとして初めてInstagramの広告機能を利用し、

ターゲット層を絞って広告を投下しました 

結果：フォロワー数は約1,200人に増加。閲覧数も大幅に増加し、

活動の見える化に成功したことで、「YEGは飲んでいるだけ」とい

う誤解の払拭や、家族からの理解にも繋がりました。 

今年度の成果と今後の展望 

これらの複合的な施策の結果、今年度の成果として以下の点が挙げ

られました： 

新入会員の確保: 11月時点で来年度の新入会員が15名確定し、さ

らに数名の返事待ちがある状況です。 

知名度向上: SNS運用により知名度が上がり、商工会議所への一般

からの問い合わせが増えるなどの効果が見られました。 

現役会員の意識改革: 内向きの勉強会を通じて、「自分もYEGを頑

張ろう」という意識を持つメンバーが増え、会員拡大だけでなく、

会員の意識改革にも繋がったと総括されました。 

尾上会長は、自身がまだ12年間YEG活動が残っている中で、「ずっ

と楽しくいられる会にしたい」という思いを語り、今年度の取り組

みが将来に向けた「傷跡」を残せたという手応えを述べて、卓話を

締めくくりました。また、自身の父親がかつて高山西ロータリーク

ラブに在籍していたエピソードを披露し、自身のロータリーへの入

会は「あと12年お待ちいただきたい」とおっしゃってみえました。 

 

 

＜ニコニコボックス＞ 
 
●門前 庄次郎さん・杉山 和宏さん 
  
 本日のゲスト 高山商工会議所青年部会会長 尾上 玄様 

 専務理事 小林 崇史様のご来訪を歓迎いたします。 

 後程の卓話 将来のご入会を楽しみにしております。 

  本日はよろしくお願いします。 

 

●垣内 秀文さん 
 
尾上 玄さま 本日はお越しいただきありがとうございます。玄

君のことは、小さい頃から知っています。 

大きい声では言えませんが、あんな事やこんな事や・・でも秘

密にしておきます。改めてこんなに立派になった姿を見て感動

しています。 

本日の卓話大変楽しみにしています。 
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●塚本 直人さん 
  

いよいよ今年も師走も半ばに入り、ソワソワしてきました。 

会員の皆さまには今年もお世話になりありがとうございます 

くれぐれもご自愛ください。 

来週の最終例会を楽しみにしています。  

 

●岡田 贊三さん・挾土 貞吉さん・内田 幸洋さん 
井辺 一章さん・米澤 久二さん・田中 武さん 
遠藤 隆浩さん・堺 和信さん・鴻野 幸泰さん 
下屋 勝比古さん・大村 貴之さん・榎坂 純一さん 
野尻 陽子さん・堀 幸一郎さん・大屋 尚史さん 
平 康裕さん・川瀬 裕之さん・熊谷 高志さん 
村口 拓也さん・周 光大さん・見山 政克さん 
 
 
今年の漢字は今日の午後発表されるそうです。 

予想では熊被害の「熊」、コメ不足やアメリカ・トランプ関税の

「米」、物価高騰や高市総理の「高」が有力だそうです。 

来年こそ明るい話題が多い１年となって欲しいですね。 
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